
周
辺
の
山
々
の
緑
も
深
ま
り
、
大

自
然
の
息
吹
が
よ
り
感
じ
ら
れ
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

お
仕
事
に
ご
精
励
の
こ
と
と
拝
察
申

し
上
げ
ま
す
。

市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
、
ま
た

来
年
２
月
に
は
、
白
沢
村
、
利
根
村

と
合
併
し
て
10
年
を
迎
え
る
こ
の
記

念
す
べ
き
と
き
に
、
不
肖
私
、
皆
さ

ま
の
力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

沼
田
市
政
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な

り
、
５
月
10
日
に
第
16
代
の
沼
田
市

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
微
力
で
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う「
暮
ら
し
を
実
感
で
き
る
文
化
的

生
活
」、「
豊
か
な
等
身
大
の
沼
田
」を

目
指
し
、
全
身
全
霊
を
傾
注
す
る
覚

悟
で
あ
り
ま
す
。

市
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

行
政
と
の
車
の
両
輪
で
あ
り
ま
す
市

議
会
の
絶
大
な
る
ご
指
導
、
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
専
門
的

分
野
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
取
り
入
れ
る

「
市
民
構
想
会
議
」を
設
置
し
、
そ
の

意
見
を
基
に
、
市
政
運
営
を
大
胆
に

決
断
し
、
確
実
に
実
行
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

喫
緊
の
課
題
が
山
積
す
る
本
市
に

あ
り
ま
し
て
、
特
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

21
の
再
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
さ

に「
ま
っ
た
な
し
」と
い
う
感
が
い
た

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
少
子
高
齢
・
人

口
減
少
社
会
へ
の
対
応
、
地
域
産
業

の
振
興
に
よ
る
雇
用
の
創
出
、
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
６
次
産
業
化
へ

の
取
り
組
み
、
女
性
の
社
会
参
画
の

拡
大
と
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充

実
、
さ
ら
に
、
安
全
・
安
心
で
人
に

や
さ
し
い
福
祉
環
境
の
整
備
な
ど
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
応
を
図
る
た

め
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
が
力

を
合
わ
せ
て
諸
施
策
を
推
進
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

歴
代
の
市
長
が
築
い
て
こ
ら
れ
た

数
々
の
ご
功
績
を
汚
す
こ
と
な
く
、

沼
田
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
文
化
、
自

然
環
境
な
ど
を
再
発
見
す
る
と
と
も

に
、
眠
っ
て
い
る
特
色
や
資
源
を
発

掘
し
、
沼
田
市
に
住
み
続
け
た
い
、

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
14
年
就
任
以
来
、
３
期
12
年

間
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
一
方
な
ら

ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
西
田
前
市
長
か
ら

引
き
継
い
だ
第
四
次
総
合
計
画
、
そ

し
て
第
五
次
総
合
計
画
を
基
に
、
公

共
施
設
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
、

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
の
安
全
・

安
心
施
策
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
、
第
３
子
以
降
の
保
育
園
・
幼
稚

園
の
保
育
料
の
無
料
化
な
ど
の
子
育

て
支
援
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、

観
光
農
業
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
む

ほ
か
、
全
国
育
樹
祭
の
誘
致
、
白
沢

村
・
利
根
村
と
の
合
併
、
新
宿
区
と

の
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
、
椎

坂
ト
ン
ネ
ル
開
通
へ
の
対
応
、
上
水

道
水
利
権
の
無
償
確
保
、
そ
し
て
経

常
収
支
比
率
や
実
質
公
債
費
比
率
の

低
減
、
職
員
数
の
削
減
な
ど
に
よ
る

財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

中
で
も
、
皇
太
子
殿
下
の
ご
臨
席

を
仰
ぎ
開
催
さ
れ
た
全
国
育
樹
祭
、

利
根
沼
田
は
一
つ
と
の
考
え
か
ら
始

ま
っ
た
合
併
協
議
、
利
根
沼
田
地
域

住
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
椎
坂
ト
ン
ネ

ル
の
開
通
は
、
脳
裏
に
深
く
焼
き
付

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
っ
た
財
政
の
健
全
化

に
つ
い
て
は
、
努
力
、
改
善
に
よ
り
、

大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し

ま
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
放
射

能
汚
染
な
ど
、
さ
ら
に
は
今
年
２
月

の
豪
雪
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
も
、
全

身
全
霊
、
渾
身
の
力
を
振
り
絞
り
、

地
域
に
密
着
し
た
現
地
現
場
主
義
の

精
神
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

れ
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

ひ
と
え
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
と
あ
ら
た
め

て
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
、
ま
た
、

来
年
２
月
に
は
白
沢
村
、
利
根
村
と

合
併
を
し
て
10
年
を
迎
え
ま
す
。
課

題
山
積
の
本
市
で
あ
り
ま
す
が
、
新

市
長
を
中
心
に
こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な

る
飛
躍
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
一
人
の
市
民
と
し
て
本

市
発
展
の
た
め
、
ご
協
力
を
惜
し
ま

ぬ
所
存
で
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
厚

誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

3

新
沼
田
市
政
が
ス
タ
ー
ト

暮
ら
し
を
実
感
で
き
る
文
化
的
生
活

豊
か
な
等
身
大
の
沼
田
を
目
指
し
て

５月12日(月)、先の沼田市長選挙で初当選を果たした横山公一市長が初登庁しました。

五月晴れのこの日、午前８時20分に本庁舎前駐車場に到着すると、待ちかねていた多

くの市民や支持者、市職員ら約300人が横山市長を温かい拍手で出迎えました。

横山市長は女性職員から歓迎の花束を受け取ると正面玄関前で、｢明るく夢のある沼

田市を創るために、そして幸せ度ナンバーワンの沼田市を創るために全力で頑張りたい｣

と力強く市政運営の決意を述べました。

その後の就任式で横山市長は、市職員一

人一人をオーケストラの一員にたとえ、｢各

部署できれいな音色を出し、調和のとれた

ハーモーニーになるよう各自職責を果たし

てほしい｣と職員に訓示しました。

横山市長初登庁

就
任
の
あ
い
さ
つ

退
任
の
あ
い
さ
つ

沼
田
市
長

前
沼
田
市
長

星
野
已
喜
雄
市
長

３
期
12
年
間
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

５月９日(金)、中央公民館ホールで３期12年

間の長きにわたり市政をけん引してきた星野已

喜雄市長ら退任式が厳粛に行われました。退任

のあいさつで星野市長は12年間の市政運営を振

り返りながら、｢財政状況が改善され、いよいよ

沼田市は新しい時代に向かい始めている。皆さ

んには公務員として公正公平の命題の下で、明

日の沼田市の発信力のために大いに活躍してほ

しい｣と職員を激励しました。

退庁となる午後５時15分、本庁舎正面玄関前

で同日付で退任した林義夫副市長や宇敷重信教

育長、木暮茂白沢町振興局長、山口芳久利根町

振興局長と共に星野市長は、｢別れの場であるが、

再び皆さんと共に利根沼田発展のために頑張る

ための大きなスタートの場としたい｣とあいさつ

し、駆け付けた多くの市民や市職員らに見送ら

れながら、慣れ親しんだ市役所を後にしました。


